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「リモートワークタウン ムスブ宮若」のコンセプトを表現する、グラフィック広告

２種を公開しました。本資料では、ムスブ宮若プロジェクトが目指すものや、グラ

フィック広告のデザインに込められたクリエイターの意図をご紹介します。２ページ

以降では、大きめのサイズでグラフィック広告をご覧いただけます。

「リモートワークタウン ムスブ宮若」について

宮若市とリテール AI 企業のトライアルが協力して始める、まちづくりプロジェクトです。

キャッチフレーズは「むすんで、ひらくまち。」遠く離れていても、リモート技術でむすばれて、

その結果、人の叡智が花ひらき、「まち」も「人」も、世界に向けて広くひらかれるまちづくり構

想です。「IT・AI テクノロジーと 5G」、「ゆたかな自然」、「アクセスのよさ」の 3 つをかけ

合わせて、ニューノーマルの世界に求められる「快適な距離感」の実現を目指します。

グラフィック広告 クリエイターから

トライアルの青、宮若市市章のオレンジ/緑に着想を得、それらが織りなすハーモニーをグラ

フィカルに表現。チェック柄はまちが形成される様子を、ドットはリモートの様子を。

パターンは絵柄が際限なく続くもので、それによって永遠の拡がりを感じさせ、世界が拡がること

を想起させる。






